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地域課題解決のため高校生が大奮闘！！
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愛媛県立伊予農業高等学校は、大正7年に伊予
郡立実業学校として地域の産業を発展させるべ
く創立され、昭和27年に愛媛県立伊予農業高等
学校として独立し、平成30年に創立100周年を迎
えた伝統校で、「地域社会に溶け込み、地域と
一体となった農業教育の推進」を指導目標に掲
げる、全日制の農業6学科からなる西日本でも有
数の農業高校です。
同校は、伊予市で唯一の高校として「＃伊予

農福連携＆＃地域食材PRプロジェクト」を展開
し、農福連携や地域食材のPRを通して、地域課
題である共生社会の実現のため数々の取組を
行っています。

～心がほっこり、しあわせ見つかるカフェ～

伊予市内の福祉団体と連携し、高齢者や障害の
ある方に、やりがいや働きがいを見つけてもらい、
お互い助け合いながら暮らしていくことを目的に
定期的に「ちいさなしあわせがみつかるカフェ」
を開催しています。
同校は他にも、地元の園児たちと田植え、稲刈

り、野菜植え等を行ったり、地元企業とスイーツ
の開発、文化施設と連携したバイキングメニュー
の考案や農園の管理を行うなど、伊予農の生徒達
は毎日大奮闘しています。

愛媛県立伊予農業高等学校

完成した4種類のランチ

～伊予農×地元企業×道後温泉宿泊施設コラボ～
青森県の企業ともコラボしちゃいました

農福連携に取り組む地元の企業が生産したキク
ラゲを使用し、サトイモや裸麦など県産農産物を
ふんだんに取り入れたランチを考案しました。ラ
ンチを提供する宿泊施設の料理長にアドバイスを
いただきながら、ブラッシュアップを重ねて4種類
のランチが完成しました。また、青森県の水産会
社と共同し、農福連携商品として「きくらげ鯛
飯」「きくらげつくね」のレトルト食品の企画・
製造を行い販売が決定しました。

ちいさなしあわせ見つかった？
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